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⑪本ミッションの狙い(実現したいこと) ⑫実現のキーとなる要素技術

衛星コンステレーションサービスに

必要な軌道投入や軌道維持、宇宙ゴ

ミ低減に必要な軌道離脱や衝突回

避、といった宇宙空間において欠か

すことのできないモビリティ能力を

提供することができる推進機を社会

実装する。

従来の推進機は、毒性や希少性の高

い推進剤を用いており、事業拡大に

おいて課題を抱えている。代替候補

となる固体推進剤は推進剤を溶かす

ための予熱時間が⾧いという課題が

ある。これらすべてを解決するた

め、水を推進剤として適用する。水

の気液分離やプラズマ生成がキー技

術となる。

1/3

③セッション名

衛星バス/システム技術アイデア

④発表タイトル

Pale Blueによる超小型衛星用水推進機の開発

⑩概要（200字程度）

Pale Blueは2020年4月に創業した東京大学発の宇宙スタートアップであ

る。安全無毒で取扱い性や調達性の良い水を推進剤として用いた推進機

の開発・製造・サービスを行っている。本講演では、製品ラインナップ

として掲げている3種類の水推進機「レジストジェットスラスタ」「イオ

ンスラスタ」「ホールスラスタ」の開発について報告する。

⑬実現する機器・技術のスペック・機能 ⑭開発状況・計画

「⑮機器・技術のイメージ図」を参照 水レジストジェット（PBR）については軌道上実証を概ね完了し、量産

技術開発に着手している。水イオンスラスタは2025年に革新的衛星技術

実証4号機での宇宙実証を予定しつつ、並行して更なる性能向上の開発を

進めている。水ホールスラスタはSBIR3において開発と宇宙実証を予定し

ている。
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⑮機器・技術のイメージ図
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⑯その他技術詳細（必要に応じ）

3/3

8-1 3/3ページ


